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VTR本体の設定

UVW-1200､DSR-20を使用するときはVTRのメニュー設定を次のようにします。

■ UVW-1200

RS-232C bps 38400BPS

他は工場出荷時状態

■ DSR-20

RS-232C BAUD RATE 19200BPS

CLOCK SET で時刻を合わせる

他は工場出荷時状態

DSR-20の電源は送出装置背面のコンセントに接続せず、常時ONのコンセントに直接

接続してください。電源制御は通信ポートから行います。

■ DSR-45

RS-232C BAUD RATE 19200BPS

CLOCK SET で時刻を合わせる

他は工場出荷時状態

DSR-45の電源は送出装置背面のコンセントに接続せず、常時ONのコンセントに直接

接続してください。電源制御は通信ポートから行います。DSR-45はDSR-20のモード

で使用してください。

■ 9ピンコントロール系のVTR

工場出荷時状態

他の設定項目、たとえば、STOP TIMER, STILL TIMER, LOCAL ENABLE等は

使用状態に応じて設定してください。

電源ON/OFF

MAIN POWER のキースイッチを右に９０度回転することによって電源が入ります。

キーは、どのポジションでも引き抜くことができます。

キー操作について

操作の中であるキーを押しながら別のキーを押す操作があります。たとえば、

コントロールキーを押しながら、数字の１キーを押すときは下記のように記述します

MON

TABLE
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基本的な動作の説明

１．接続された機器に合わせて初期設定を行う。この作業は導入時に行う。

２．ＶＴＲにセットする全てのテープのタイムコード（番組の開始点、終了点）を入力す

る

３．タイムテーブルを入力する

４．実行する

（注意）

タイムテーブルを入力する前に必ず、タイムコードデータを入力して下さい。タイムテー

ブル入力時、タイムコードデータから次に実行する時間を計算するため、タイムコードデ

ータが入力されてないとタイムテーブルを入力できません。

タイムテーブル入力後にタイムコードデータを変更した場合は、一度タイムテーブル入力

モードに入り、変更したVTR-Bにカーソルを移動して同じデータを入力してください。

タイムコードを変更しただけではその内容はタイムテーブルには反映されません。

AVセレクター

RUN

END

EMG

REPT

SETUP

OFF

HOME

SUN

BTM

T/C BANK

THU

PRINT

FRI

CLOCK

SAT

N RUN

WEDMON

TABLE

TUE

CLEAR

DEL INS

POWER

PROGRAM

MONITOR

1 2 3 4 5 6 1 2
VTR AUX

SELECTOR

COMMAND KEY

SHIFTを押しながらこのキーを押すと接続された機器の電源をON/OFFします
SHIFTを押しながらこのキーを押すとプログラムアウトを切り替えます。

このキーを押すとMONITORを切り替えます
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画面説明

①タイムテーブル

②タイムテーブル入力時、コピーを行うときに表示されるコピー範囲のデータ

③ＥＭＧ入力の有効／無効状態と，ＥＭＧ入力の状態を表示する

④操作モードの表示

⑤現在時刻の表示

⑥次に起動がかかる時刻の表示

⑦ＶＴＲ－ＢＡＮＫを設定、表示するウィンドウ

⑧VTRの動作状態、動作タイムコード、次に実行すべきタイムコードを表示する

⑨エラーが発生したときにその内容を表示する。

⑩タイマーで起動がかかった場合、切り替わるまでの残り時間を表示する

⑪タイムテーブル入力時、次の時刻計算を行うときの計算行を表示する

⑫次に実行予定のＶＴＲバンク番号を表示する。

⑬ＶＴＲの現在の動作状態を表示する。

⑭ VTRの現在のタイムコードを表示する。電源が入っていないものは表示しない。
⑮次に実行予定のＶＴＲバンクデータ。番組始めのタイムコード。

⑯次に実行予定のＶＴＲバンクデータ。番組終わりのタイムコード。

TIME TABLETIME TABLE

SWB-06

①

②

③

④ ⑤ ⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯
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ＶＴＲバンクデータ入力

タイムテーブル入力にはいる前にまず、VTRバンクの設定が必要です。

ここではテープに記録された番組の頭と終わりのタイムコードを入力します。

１本のテープにつき、最大９番組の設定が可能です。

NORMAL MODEから

を押す。

（CONTキーを押しながら４キーを押す意味）

ＶＴＲバンク入力ボックスがピンクに変わり水色のカーソル

が表れます。このカーソルは矢印キーで移動します

タイムコードデータを数字キーで

入力します。コロン ':' を入力する

必要はありません。入力は電卓などと

同じです。変更は、０を続けて入力す

ることで行います。また、カーソルを

いったん動かすと、次の入力の時に

０にクリアされます。

ＶＴＲの番号を変えるときはセレクタのモニターキー１－６を押してください。

モニター１を押すとVTR１の入力画面に

モニター３を押すとVTR３の入力画面に

なります。

ＶＴＲバンクデータ入力を終了するときは を押します。

SETUP

OFF

T/C BANK

THU

PRINT

FRI

CLOCK

SAT

MON

TABLE

DEL INS

HOME

SUN

EMG

REPT

BTM

RUN

END

N RUN

WEDTUE

CLEAR

T/C BANK

THU

EMG

REPT

SETUP

OFF

DEL INS

RUN

END

HOME

SUN

BTM

T/C BANK

THU

PRINT

FRI

CLOCK

SAT

N RUN

WEDMON

TABLE

TUE

CLEAR

POWER

PROGRAM

MONITOR

1 2 3 4 5 6 1 2
VTR AUX

RUN

END
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タイムテーブルデータ入力

タイムテーブル入力では番組の開始時刻、ＶＴＲバンク番号、変調器制御コードの入力をしま

す。

設定により、週データを入力しないモードにすることもできます。ＶＴＲバンク番号はあらか

じめ入力したＶＴＲバンクデータに基づき入力します。変調器制御コードはあらかじめ設定し

たデフォルト値が自動的に表示されます。

まず、NORMAL MODEから

を押す。

タイムテーブルの Week のところに赤いカーソルが
表れます。このカーソルは左右の矢印キーで動かすこ

とができます。上下はデータが入力されている範囲内

しか動かすことができません。一番最初は下側への移

動はできません。

ここに入力するデータは開始したい番組の週のデータ

です。月曜から、日曜までのデータを次のキーで入力

します。１キーを押すと次のように表され、カーソル

は TIMEのところに移動します。

MON

TABLE

TIME TABLETIME TABLE

RUN

END

EMG

REPT

SETUP

OFF

BTM

CLOCK

SAT

N RUN

WEDMON

TABLE

TUE

CLEAR

DEL INS

HOME

SUN

T/C BANK

THU

PRINT

FRI

TIME TABLETIME TABLE

RUN

END

EMG

REPT

SETUP

OFF

CLOCK

SAT

N RUN

WEDMON

TABLE

DEL INS

HOME

SUN

BTM

T/C BANK

THU

PRINT

FRI

TUE

CLEAR
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番組の開始時刻を１－０キーで入力します。

ここでは'10:00:00'と入力してみましょう。

と続けて押します。

コロンは自動的に表示されます。

カーソルは VTR-Bに移動します。
入力したデータを変更するときは矢印キーでカ

ーソルを移動し、再度正しいデータを入力しま

す。

ここでは放送する番組のＶＴＲバンク番号もし

くは外部入力番号をを指定します。ここでは

VTR2-1を例として入力します。
まずＶＴＲの番号の２を押します。

左図のように VTR 番号が表示され、同時に Ｖ
ＴＲバンク表示ボックスが VTR2 のデータを表
示します。この中から放送するバンクを選択し

その番号を入力します。ここでは１キーを押し

ます。もしバンクデータが存在しない番号を入

力した時はアラームがなり再度入力をする必要

EMG

REPT

SETUP

OFF

HOME

SUN

BTM

T/C BANK

THU

PRINT

FRI

CLOCK

SAT

N RUN

WEDMON

TABLE

TUE

CLEAR

DEL INS

RUN

END

TIME TABLETIME TABLE

MON

TABLE SETUP

OFF

SETUP

OFF

SETUP

OFF

SETUP

OFF

SETUP

OFF

TIME TABLETIME TABLE

TUE

CLEAR

TIME TABLETIME TABLE
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があります。

ここでバンク番号の を押します

左図のように番号が入力され、MOD の位置には M と表
示されます。これは変調器制御をモノラルにするという

意味で、このデータは OPTION で設定されたものが自
動的に表示されます。表示されたものと違う設定にする

場合は、カーソルを MOD フィールドに移動し次のキー
を押します。

モノラル（Ｍと表示される）

ステレオ（Ｓと表示される）

音声多重（２と表示される）

バンク番号を入力した時点で、２行目の週と TIME は緑
色で表示されます。これは VTRバンクに入力されたデー
タから番組の長さと、次の開始時刻が計算されたもので

す。このように２行目以降は VTRバンクデータを入力す
ると次の時刻データは入力する必要がなくなります。た

だし、ＡＵＸやＶＴＲをＡＵＸとして設定した場合は

VTR バンクデータがありませんので、次の時刻の計算は
できないため、カーソルが Week フィールドに移動し、
そのデータを入力する必要があります。Week，TIME フ
ィールドの色は自動計算されたところが緑色、手動入力

したところが黄色となります。

VTR2の表示に切り替わる

TIME TABLETIME TABLE

MON

TABLE

TIME TABLETIME TABLE

MON

TABLE

TUE

CLEAR

N RUN

WED

TIME TABLETIME TABLE

TIME TABLETIME TABLE
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VTR-Bフィールドで入力できるキーを下記に示します。
SWB-06の場合

VTR1 から VTR6 の入力
ができます。

７で AUX1
８で AUX2

で REPT（リピート）

で OFF

で END を入力します

SWB-12の場合
SWB-12の場合、VTR番号は１から１２までありますから
VTR1の場合は

VTR9 の場合は と 入力します。

また AUX1から AUX4は次の通りです

AUX1 AUX3

AUX2 AUX4

また SWB-12の場合
カーソルが VTR 番号の選択の時は、セレクトキー
の MONITOR（緑色）を押してもその番号を入力す
ることができます。

POWER

PROGRAM

MONITOR

1 2 3 4 5 6
VTR

RUN

END

EMG

REPT

SETUP

OFF

T/C BANK

THU

PRINT

FRI

CLOCK

SAT

N RUN

WEDMON

TABLE

TUE

CLEAR

DEL INS

HOME

SUN

BTM

T/C BANK

THU

PRINT

FRI

CLOCK

SAT

N RUN

WEDMON

TABLE

TUE

CLEAR

HOME

SUN

BTM

RUN

END

EMG

REPT

SETUP

OFF

MON

TABLESETUP

OFF

EMG

REPT

SETUP

OFF

N RUN

WEDMON

TABLE

MON

TABLE T/C BANK

THU

MON

TABLE

MON

TABLE

PRINT

FRI

CLOCK

SAT
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タイムテーブルの編集

一度入力したデータを何度も繰り返し入力しなくてすむように編集機能があります。

①カーソル移動

これれのキーを押すとカーソルが移動します。

上下のキーは押し続けるとリピート機能が働き、スクロ

ールすることができます。

CONT キーと上下キーを同時に押すと１００行ずつス
クロールします。

カーソルが１行目に移動します。

カーソルが入力されている最下行に移動します。

②挿入、削除

カ－ソル行に１行空行を挿入します。自動計算が ON
になっている場合は挿入場所によって時刻フィールド

が表示されます。

カ－ソル行を１行削除します。削除された行より下の

行は１行繰り上がり、自動計算が ON になっている場
合は時刻の再計算が行われ表示されます。

③WEEK,TIMEフィールド再計算
手入力以外のタイムフィールドデータをすべて再計算

します。手動入力された部分は変更されず、それ以降

の計算の基準になります。

手入力された部分のデータも再計算の対象になります。

ただしＡＵＸの後の手動入力データは対象外です。

WEEK,TIME フィールドにカーソルがあるとき，その
行から下の手動入力データまでを再計算します。

DEL INS

HOME

SUN

BTM

INS

DEL

RUN

END

RUN

END

SETUP

OFF
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④ COPY
タイムテーブルで繰り返しパターンの場合はブロックのコピーができます。

まずコピー元の最初の行にカーソルを移動します。

こ こ で を押します

タイムテーブル下に水色で CopySta 行が表示されま
す。

次に、コピー元のＥＮＤ行にカーソルを進めます。

こ こ で を押します。

タイムテーブル下に水色で CopyEnd 行が表示され
ます

次はコピー先にカーソルを進めます。

こ こ で を押します。

COPYが実行されます。

再 度 を押すと

同じ内容が COPYされます。
水色のコピー範囲を消すには

を押します。

（注意）COPYは上書きで実行されます。
上書きしないときはあらかじめ挿入でスペースを空

けておきます。

TIME TABLETIME TABLE

TIME TABLETIME TABLE

TIME TABLETIME TABLE

INS

DEL

INS
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⑤自動計算機能について

タイムテーブル入力の手間と、ミスを防ぐために VTR 番組に関しては、VTR バンクデー
タから番組の長さを計算し、次に実行する番組の開始時刻を自動的に表示する機能があり

ます。AUX 系（AUX1，AUX2，VTR の設定を AUX にしたもの）の入力の場合は、番組長
さのデータがありませんので、次の開始時刻は必ず手入力することが必要です。

ただし、VTR 番組の場合も自動計算されたデータを手入力で編集すると、計算されたデー
タとは違う時刻を入力することができます。ここで、自動計算された時刻より、手前の時

刻を入力したときは番組が早く終わるだけで問題ないのですが、その時刻より後の時刻を

設定したときは、送出する番組がなくなることになりますので、基本的にエラーとなりま

す。エラーはピンク色で表示されます。

また、編集中（書き換え）の自動計算は次の行が空白か、自動計算されたデータの場合に

のみ行われます。。次の行が手入力されたもの（黄色で表示）の場合、自動計算の対象から

はずれます。これは、VTR 番組の場合でもその VTR 番組の長さに依存しないで、次の行
の開始時刻を自由に設定できるように設けた機能です。

一括して再計算する場合は、 ③ WEEK,TIME フィールド再計算 を参照してください。

⑥タイムテーブルエラーデータ表示

なにも入力されていないところにデータを入力していくだけなら、時刻自動計算が働き、

データの整合性が保たれますが、インサート、デリート、コピーなどの操作を行うと時刻

の整合性や VTR 番号の整合性が失われることがあります。このとき、エラー部分はピンク
色で表示されます。

１．VTRの整合性が失われる場合
デリート操作を行うと同じ VTR 番号が続けて表示さ
れることがあります。たとえは V01-1 から V01-2 へ
の切り替えは物理的に不可能ですから、エラーとなり

ます。この場合は違う VTR を指定する必要がありま
す。

TIME TABLETIME TABLE

RUN

END

RUN

END

SETUP

OFF
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２．時刻の整合性が失われる場合

デリート、インサート、コピー操作を行うと開始時刻

の整合性が失われることがあります。このとき、エラ

ーの時刻データがピンクになります。このときは手動

で正しいデータを入力するか、エラーの上にカーソル

を移動し を押すと、その行か

ら次の手入力行までを再計算します。

ま た を押すと、

全部を再計算します。

左図の場合、V02-1 の番組長さは３０分しかないのに
次の AUX1 に切り替わるまでに１：３０分あるため、
１時間分の送出するソースがなくなるためエラーとな

ります。

タイムテーブル入力、編集後はテーブル全体をスクロ

ールして、エラー部分がないか確認をしてください。

⑦タイムテーブル入力を終了する

を押します。実効状態になにも影響を与えずにタイムテ

ーブル入力モードを終了します。

スケジューラ実行はタイムテーブル入力から行いますの

で、即実行するときは次の実行操作を行ってください。

TIME TABLETIME TABLE

MON

TABLE

RUN

END

SETUP

OFF
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実行

タイムテーブルの入力が終了したらスケジューラを実行することができます。

実行操作はタイムテーブル入力モードから行いますのでタイムテーブル入力モードに入りま

す。

実行には次の２通りがあります。

①タイムテーブルの１行目をタイマーセットしてその時刻からスケジューラを実行する。

タイムテーブル入力モードから

を押します。

赤いカーソルはタイムテーブルか

ら消え、１行目の時刻の２５秒前

の時刻が NEXT-TIMER に表示さ
れます。

この設定された時刻になると１行

目を実行します。

（注意）

この装置では次の VTRを実行するためのセットアップタイムを２５秒としています。
実行２５秒前に電源を入れ実行の準備をします。このため、NEXT-TIMER に表示さ
れる時刻は２５秒前となります。

セットアップに２５秒必要ですから番組の最短時間は２６秒となります。

②タイムテーブルの任意の行からすぐに実行する。

タイムテーブル入力モードに入り実行した偉業へカーソルを進めます。

例として２行目から実行します。カーソルを２行目に移動します。

こ こ で を 押 し

ます

NEXT-TIMER には３行目のセットアッ
プ時刻が表示されます。

タイムテーブル上部に切り替わり開始

までのダウンカウントタイマーが表示

TIME TABLETIME TABLE

ここに１行目の時刻に対応した

データが表示される

RUN

END

TIME TABLETIME TABLE
N RUN

WED
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されます。

このダウンカウントタイマーが０になる

と２行目に青いカーソルが表示されま

す。これは実行行を意味します。

同時にＡＶセレクターも２行目の VTR3
に切り替わります。

（ヒント）

この強制スタートを行うとスケジュールの実行を変更できます。タイムテーブルを変更

した場合など、現在実行中の行にカーソルをあわせて強制スタートすると、タイムテー

ブルのその後の調整が行われます。実行中にタイムテーブルの変更をしたときにはこの

作業を行います。

（注意）

任意の行から実行する強制スタートはタイムテーブルに記述された時刻とは無関係に実

行を行います。その後の時間的なつながりは確認が必要です。

TIME TABLETIME TABLE

３行目のセット

アップ時刻

TIME TABLETIME TABLE

POWER

PROGRAM

MONITOR

1 2 3 4 5 6 1 2
VTR AUX

このラインに切り替わる
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現在時刻の設定、変更

NORMAL MODEから

を押す。

（CONTキーを押しながら６キーを押す意味）

CLOCK の年のところに赤いカーソルが表れます。
カーソルの移動は左右の矢印キーで行います。

時計データの入力は数字キーで行います。

曜日は１－７キーで行います。

を押すと CLOCK 設定モードを終了し、
入力した値から時計がカウントを

始めます。

（ヒント）

この装置には内蔵時計を外部から校正する機能があります。装置背面パネルの校正端子

をショートする事で内部時計の３０秒校正をすることができますので、外部校正時計が

接続されてないときには、この端子にスイッチを取り付けるだけで簡易校正が可能にな

ります。この場合、時報と同時にスイッチを押すと内部の時計が０秒に校正されます。

SETUP

OFF

T/C BANK

THU

PRINT

FRI

CLOCK

SAT

MON

TABLE

DEL INS

HOME

SUN

EMG

REPT

BTM

RUN

END

N RUN

WEDTUE

CLEAR

CLOCK

SAT

SETUP

OFF

T/C BANK

THU

DEL INS

HOME

SUN

EMG

REPT

BTM

RUN

END

PRINT

FRI

CLOCK

SAT

MON

TABLE N RUN

WEDTUE

CLEAR

DEL INS

RUN

END
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送出装置から VTRを手動でコントロール

を押しながらセレクタの を

押すと、対応した VTRが STOP動作をする

を押しながらセレクタの

を押すと、対応した VTRが PLAY動作をする。

を押しながらセレクタの を

押すと、対応した VTRが頭出し動作をする

頭出し動作はステータスボックスに表示された VTR バンク番号に対応したタイムコード位置
となります。

頭出し動作は、VTR にテープを挿入することでも行われます。この時、SELECTOR 部分の
電源ボタンが ON になっていることが必要です。本体背面のＡＣコンセントから電源をとら
ない場合は特にこの点に注意が必要です。（DSR-20 の場合は動作タイミングの関係で本体背
面のＡＣコンセントに接続しない）

RUN

END

EMG

REPT

SETUP

OFF

HOME

SUN

BTM

T/C BANK

THU

PRINT

FRI

CLOCK

SAT

N RUN

WEDMON

TABLE

TUE

CLEAR

DEL INS

POWER

PROGRAM

MONITOR

1 2 3 4 5 6 1 2
VTR AUX

COMMAND KEY

図はSWB-06の場合

POWER

1 2 3 4 5 6

PROGRAM

1 2 3 4 5 6

MONITOR

1 2 3 4 5 6
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初期設定（OPTION）
NORMAL MODEから

を押す。

（CONTキーを押しながら０キーを押す意味）

左図の SETTING画
面が開きます。

ここで設定する項目は

① VTRの種類とそのタイミング
②各入力のゲイン設定

③各入力ごとの変調器制御モード設定

④その他の動作モード設定

でカーソルを移動し、目的の設定のところで を押し ます。

① VTR & SWITCHING TIMING SET
この項目では VTRの種類とそのタイミングを設定します。

でカーソルを移動します。

データを変更するには目的のところにカーソルを移動します。そ

こで もしくは を 押

すとデータの変更ができます。

設定できる VTRの種類は上記の５種類です。VTRコントロールプ
ロトコルとして UVW-1200,DSR-20 系の RS232C 制御と 9P 系の

RS422 制御です。RS232C 制御では上記の２機種しかサポート
しておりません。9P コントロールに関しては OTHER に設定しま
す。

右側の数字は VTR 切り替えタイミングのためのもので PLAY を押
してから切り替えるまでの時間をプリセットします。変更は VTR
種類の変更と同じです。DSR-45は DSR-20で使用します。

SETUP

OFF

T/C BANK

THU

PRINT

FRI

CLOCK

SAT

MON

TABLE

DEL INS

HOME

SUN

EMG

REPT

BTM

RUN

END

N RUN

WEDTUE

CLEAR

SETUP

OFF

RUN

END

DEL INS
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もしくはを 押 す

と

データの変更ができます。 で入力を終了します。

② AUDIO GAIN SET
この項目では各入力の GAIN を設定します。入力機器としては
+4dB 系とラインなどの-10dB 系があります。これらの機器を
混在して使用できるように入力ごとにゲイン調整が 2dB ステッ
プで最大+14dBまで設定できます。

でカーソルを移動します。データを変更するには

目的のところにカーソルを移動します。そこで

もしくは を 押すと

データの変更が可能です。

で入力を終了します。

（注意）

ここで設定できるのはレベルのみです。インピーダンスは基板

上のジャンパーで行います

③ AUDIO MODE SET （変調器制御モード設定)
この項目では各入力のに対して、変調器を制御するモードを設

定します。設定内容は次の３種類です。

M: MONORAL （モノラル）
S: STEREO （ステレオ）
2: BiLingual （音声多重）

でカーソルを移動します。

データを変更するには目的のところにカーソルを移動します。

そこで もしくは

を押すすとデータの変更が可能です

で入力を終了します。

RUN

END

RUN

END

RUN

END

SWB-06(12) 操作説明 LOGIX
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④ OPTION SETUP （その他の動作モード設定)

でカーソルを移動します。

データを変更するには目的のところにカーソルを移動します。そこ

で

も し く はを押すと

データの変更が可能です。

で入力を終了します。

この項目ではその他の動作モードについて設定します。

設定項目は次の５種類です。

1. WEEK INPUT ON / OFF
タイムテーブル入力時 WEEK を入力するかどうかを設定します。

ON：入力する
OFF: 入力しない

2. NO VIDEO JUMP NEXT / AUX2 / NOTHING
映像信号なしエラーの時の動作を設定します。

NEXT: タイムテーブルの次の行を実行する。

AUX2: AUX2を実行する。
NOTHING: なにもしない。

3. TAPE END TIMER / TC
VTR 番組の場合、番組の終わりから次へ移るタイミングをタイ
マーにするか、ENDタイムコードにするかを設定します。

TIMER: 番組の終わり（次の番組のスタート）をタイマーで行
う

T/C : 番組の終わり（次の番組のスタート）を T/Cで行う
4. ERASE WEEKTIME Erase / NOT Erase
タイムテーブル入力時 VTR-B フィールドで AUX を入力したと
き、次の行の WEEK,TIME フィールドにデータがあった場合そ
れを消すか、消さないかの設定

Erese:消す,
NOTErase:消さない

RUN

END
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5. NEXT TIME CALC ON / OFF
タイムテーブル入力時、次の行の開始時刻を自動計算するかど

うかの設定をする。

ON:計算する。OFF:計算しない。（この場合でも後で計算する
ことはできる。）

データクリア（CLEAR）
NORMAL MODEから

を押す。

（CONTキーを押しながら２キーを押す意味）

左図の CLEAR SELECT画面が開きます。
データクリア項目は

①タイムテーブルデータすべて

② HISTORY（実行履歴データ）
③ NOVIDEO(NOVIDEO履歴データ）
④)EMG（緊急入力端子に入力された履歴データ）
⑤ ALL MEM CLEAR（内部のメモリをすべてクリアします。）)

で クリアしたい項目にカーソルを移動して を押します。

なにもクリアしないときは EXITを選択します。

SETUP

OFF

T/C BANK

THU

PRINT

FRI

CLOCK

SAT

MON

TABLE

DEL INS

HOME

SUN

EMG

REPT

BTM

RUN

END

N RUN

WEDTUE

CLEAR

RUN

END

TUE

CLEAR

SWB-06(12) 操作説明 LOGIX
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プリントアウト(印刷)

NORMAL MODEから

を押す。

（CONTキーを押しながら２キーを押す意味）

（注意）プリンタに紙がセットされて、印刷可能状態になっていることを確認してください。

左図の PRINT SELECT画面が開きます。
印刷する項目は

①タイムテーブルデータ（範囲指定可能）

② HISTORY（実行履歴データ）
③ NOVIDEO(NOVIDEO履歴データ）
④)EMG（緊急入力端子に入力された履歴データ）
⑤ SETUP DATA（初期設定のデータ）
⑥ T/C BANK（VTRバンクデータ）

で クリアしたい項目にカーソルを移動して を押します。

①タイムテーブルデータの印刷

タイムテーブルを選択した場合は、印刷範囲指定のサブボッ

クスが開きます。

START NO.（印刷開始行), END NO.（印刷終了行）を指定
します。カーソルを移動し、数字キーを押して範囲を指定し

ます。

キーを押すと、印刷を始めます。

SETUP

OFF

T/C BANK

THU

PRINT

FRI

CLOCK

SAT

MON

TABLE

DEL INS

HOME

SUN

EMG

REPT

BTM

RUN

END

N RUN

WEDTUE

CLEAR

RUN

END

PRINT

FRI

RUN

END
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範囲を指定しないで

キーを押した場合は入力されたタイムテーブルのデ

ータすべてを印刷します。

印刷中（実際は送出装置からプリンタへデータが転送されて

いる間)MODE ボックスで Printing が点滅します。プリント
バッファーの小さいプリンタでは転送に時間がかかることが

あります。

もし、途中で印刷を止めたいときは

を押すと転送を止めることができます。

ただし、この操作は転送されたデータに対しては働きません

ので、Printing の表示が消えた後で印刷と止めたいときはプ
リンタ側を操作して印刷を中止してください

②その他のデータのの印刷

そのほかのデータ印刷は印刷したい項目にカーソルを移動し

を押します。

タイムテーブル印刷と同じようにデータ転送中は Printing が
点滅します。途中で止めるときも同じです。

転送が終了すると点滅は終わり、印刷メニューボックスは消

えます。

１．HISTORY（実行履歴データ
現在までの実行履歴（最大１００イベント）印刷されます。

２．NOVIDEO(NOVIDEO履歴データ）
現在までの NOVIDEOデータ（最大１００イベント）印刷されます。

３．EMG（緊急入力端子に入力された履歴データ）
最大１０イベント印刷されます。

４．SETUP DATA（初期設定のデータ）
初期設定の内容一覧を印刷します。

５．T/C BANK（VTRバンクデータ）
バンクデータをすべて印刷します。

RUN

END

PRINT

FRI

RUN

END
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緊急入力端子

緊急入力のビデオ入力端子に映像が入力されたとき、その入力に自動的に切り替えることができ

ます。この切り替えは、設定で ON/OFFできます。

NORMAL MODEから を押します。

そうするとEMG表示ボックスの中で

DISABLEと ENABLEが交互に表示されます。
ENABLE：緊急入力に映像が入ったとき、その映像音声がプログ

ラムアウト、モニターアウトから出力されます。

DISABLE：緊急入力端子に映像が入ってきても切り替わりませ
ん。

ＥＭＧボックスの上段には映像が入ってきたときの時刻が表示さ

れます。

その他の機能

VTRにテープを挿入すると自動的に頭出しを行う。

VTRの電源を入れテープを挿入すると自動的に頭出しを行います。

UVW-1200は電源を入れて５秒以上たってからテープを入れて下さい

早めに入れると頭出しをしません。その場合は手動で頭出しして下さい。

（注）テープには必ずタイムコードが入ったものを使用してください。テープを

挿入したところにタイムコードがなければ頭出しはできません。

タイムコードは番組の始めと終わりに少なくとも３０秒以上の記録が必要です。

できるならばテープの最初から最後まで記録することをお勧めします。また、

タイムコードはテープ上で連続したものでなければ使用できません。不連続部

分にまたがって使用した場合、動作がおかしくなることがあります。

時計校正

リヤパネルの時計校正端子(RCA-PIN)をショートすると３０秒校正を行います。

ここに校正用時計を接続します。

アラーム出力

自動送出実行中に出力の映像がなくなった場合、アラーム音を発生します。このとき

アラーム出力端子に接点信号を出力します。

EMG

REPT
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機器の接続

VTR  REMOTE EXT  REMOTE M OD ALARMPRINTER

MONITOR PROGRAM BB-INEM GAUX2AUX1VTR6VTR5VTR4VTR3VTR2VTR1
OUTPUTINPUT AC OUT

VTR1 VTR5

VTR2 VTR6

VTR3 AUX1

VTR4 AUX2

1A

5A

AC100V IN

CRT

SWB-06    LOGIX

CLK ADJ

映像、音声入力

ビデオ機器の映像音声を入力します

映像、音声出力

PROGRAM OUT : 変調器に接続

MONITOR OUT : モニターＴＶに接続

BB 入力

時計校正信号入力

校正時計を接続しま

す。接点入力です

FUSE

AC100V 入力

機器リモート端子

ＶＴＲのリモートを接

続します。

プリンタ端子

タイムテーブルや、実行

履歴を出力するプリンタ

を接続します。

変調器制御端子

モノラル、ステレオ、音

声多重の音声モード制御

映像機器用電源出力

コンセント１つ当たり２００Ｗ

合計５００Ｗまで

ＣＲＴ端子

S-VIDEO, W/B, RGB 信号が出力され

ます。専用のケーブルでタイムテーブ

ルモニターに接続します。

アラーム出力端子

ビデオ信号がなくなったとき接点信

号を出力します
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注意事項
頭出しエラーについて

VTRにテープを挿入すると自動的に頭出しを行います。また、番組送出が終わっ

たVTRは次の送出に備えて頭出しを行います。手動でも頭出しが可能です。

頭出しはタイムコードを基準に行います。指定したタイムコードがテープに見つか

らない場合はエラーとなります。エラーの場合は該当ＶＴＲのタイムコードステー

タス表示が赤色に変わりアラームがなります。この場合はテープと、設定タイムコ

ードが正しいか確認をしてください。エラーの場合頭出しを３回リトライし、その

後はエラー状態を維持します。

エラーの原因を修正したら、手動頭出しを行うことでエラーは消えます。もしくは、

テープを取り出し再度挿入すると頭出しを行います。

タイムコードはテープの始めから終わりまで連続して記録してください。

プリロール、ポストロールのためタイムコードは番組より前後３０秒以上必要です。

強制実行(NRUN)での注意

任意の行から強制実行(NRUN)をする場合は次の点に注意してください。VTR-B

ANKを１本のテープに対して複数指定しているときはN-RUNをした後次の頭出し

位置を確認する必要があります。タイムテーブルを順番に実行している時は、つぎ

のＶＴＲの頭出しは正しく行われ、待機状態になっているのですが、任意の行から

実行するときはその後に実行されるものが頭出しができているとは限りません。N

-RUNをした後、その後に実行されるすべてのVTRの電源を入れ

を押しながらセレクタの を

押すと、対応したVTRが頭出し動 作 を

します。

プリントアウトメニューとCLEARメニュー

プリントアウトメニューと CLEAR メニューは内容がよく似ています。プリントア
ウトするつもりで CLEAR を行うとそのデータは削除され元に戻すことができなく
なります。プリントアウトする際には注意してください

タイムコードについて

テープには必ずタイムコードが入ったものを使用してください。テープを挿入したとこ

ろにタイムコードが記録されていなければ頭出しはできません。

タイムコードは番組の始めと終わりに少なくとも３０秒以上の記録が必要です。できる

ならばテープの最初から最後まで記録することをお勧めします。また、タイムコードは

テープ上で連続したものでなければ使用できません。不連続部分にまたがって使用した

場合、動作がおかしくなることがあります。

MONITOR

1 2 3 4 5 6



26

SWB-06(12) 操作説明 LOGIX

タイムテーブル参考例

スケジュール実行はタイムテーブルの記述の仕方、WEEK データを使うか使わないか、それと
VTRの番組の終わりを TIMERにするか、T/Cに設定するかで変わります。

WEEKについて

WEEK を使うときは１週間単位のプログラムを組むことができます。たとえば月曜から金曜
までと土曜、日曜のパターンが違う場合などは WEEK を入力するようにして週間単位のプロ
グラムを組みます。また、毎日同じパターンの時は WEEK を使わないように設定すると入力
の手間が省けます。

入力は１週間分だけとか、１日分だけでなく、１２００イベント（行）記述できますので１

週間分入力した後にその次の週を入力すれば、順次実行していきます。WEEK を使用しない
モードも同じです。

同じパターンの入力をするときはコピー機能を使うと便利です。まず１日分を入力して、そ

の範囲をコピーし、開始時刻データを必要な部分だけ編集すると、次の日のスケジュールが

完成します。

TIMERモードと T/Cモード（初期設定-OPTION ｰ TAPEEND）について
T/C に設定すると、VTR の場合は番組の終わりのタイムコードで次の番組に切り替わるよう
に動作します。タイムテーブルでは WEEK,TIME フィールドが緑に表示されます。この緑の
部分の時刻はタイマーにはセットされません。VTR から次への切り替えは T/C となります。
ただし、AUX 系は番組の長さのデータがありませんので、AUX 系の次の行には必ず、時刻
入力が必要となります。

この、TIMER モードか、T/C モードかで、同じタイムテーブルでも動作が違ってきます。基
本的には TIMERモードで使用します。

TIMERモードと T/Cモードの特徴について
TIMER モード：実時間に沿ってスケジュールを組むので実時間を基準にした送出に適し

ます。ただし最小分解能は１秒です。タイムテーブル入力時に自動計算

された時間は緑色に表示されますが、タイムテーブル入力を終了すると

すべて黄色に戻ります。これはすべてのイベントがタイマーによりスタ

ートすることを意味します。指定されたタイマー時刻より早く VTR の
終了番地に達したときは一時的に AUX2に切り替わります。

T/C モード： タイムテーブルのイベントリストに記述された VTR の次のイベントは
VTR のエンドタイムコードでスタートします。AUX 系の次のイベント
はタイマースタートになります。タイムテーブルで自動計算された時間

は緑色で表示されます。この時間は、単なる切り替わりの目安で、実行

にはなにも影響しません。黄色の時間のみがタイマー起動の時間になり

ます。次の実行時間よりも早く VTR のエンドタイムコードに達した場
合は次のイベントに進みます。また、DF/NDF の違いによる番組送出誤
差がありません。NDF で記録されたテープを TIMER モード使用すると
番組の最後が切れることがあります
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タイムテーブルの記述による動作の違い

①タイマーモードの場合

１．タイムテーブルの VTR-Bフィールドを空白にするか ENDにしたとき

６行目の 11:35:00 になると１行目のタイマーをセッ
トして、待機します。このとき実行行表示の青いカー

ソルはタイムテーブルから消えます。

このタイムテーブルの場合５行目が VTR ですから､
11:35:00になった時点で番組も終わりになります。
スイッチャーは AUX2（SWB-12 の場合は AUX4）に
切り替わります。

左図のように５行目が AUX の場合は 11:35:00 になっ
ても１行目の時刻になるまでそのまま切り替わりませ

ん。

２．タイムテーブルの VTR-Bフィールドを REPTにしたとき

６行目の 11:35:00になると１行目が実行を始めます。
１行目のタイマーは無視されます。１行目に実行が移

ると２行目のタイマーをセットます。この場合、２行

目のタイマー時刻になる前に V01-1 の番組は終了し
ますからその時点でスイッチャーは AUX2（SWB-12
の場合は AUX4）に切り替わります。
このとき実行行表示の青いカーソルは１行目に表示さ

れたままになります。２行目のタイマー時刻ななるま

でこのまま待機します。

左図のように５行目が AUXの場合も動作は同じです。

TIME TABLETIME TABLE

TIME TABLETIME TABLE

TIME TABLETIME TABLE

TIME TABLETIME TABLE
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② T/Cモードの場合
１．タイムテーブルの VTR-Bフィールドを空白にするか ENDにしたとき

６行目の V01-2 の番組終了タイムコードになると１
行目のタイマーをセットして、待機します。このとき

実行行表示の青いカーソルはタイムテーブルから消え

ます。

このタイムテーブルの場合５行目が VTR ですから､
11:35:00 になった時点で番組も終わりとなり、スイ
ッチャーは AUX2（SWB-12 の場合は AUX4）に切り
替わります。

左図のように５行目が AUX の場合は 11:35:00 になっ
ても１行目の時刻になるまでそのまま切り替わりませ

ん。

２．タイムテーブルの VTR-Bフィールドを REPTにしたとき

６行目の V01-2 の番組終了タイムコードになると１
行目が実行を始めます。１行目のタイマーは無視され

ます。この後は６行までを永遠に繰り返します。

左図のように５行目が AUX の場合は６行目の時刻に
なったら１行目に制御が移り再び、５行目まで実行し

ます。この時点で６行目のタイマー時刻になるまで

AUX1の状態で待機します。

TIME TABLETIME TABLE

TIME TABLETIME TABLE

TIME TABLETIME TABLE

TIME TABLETIME TABLE
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タイムテーブルに複数のスケジュールを記述し、実行する。

通常使用しているスケジュールパターンとは別に、ある特別の日だけ別パターンで動作さ

せたい場合、次のようにします。

通常使用しているスケジュールの下に

データを入力します。左図を例にする

と、通常は１から６行を実行していま

すが、特別スケジュールの７－１１行

を実行するときは７行目を強制実行し

ます。

そして、特別スケジュールの最後まで

実行すると通常スケジュールの１行目

に戻ります。

特別スケジュールはいくつ記述しても

かまいません。

TIME TABLETIME TABLE

通常スケジュール

特別スケジュール


